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第５章  弘前市生きる支援事業一覧  

担当部署☎ 事業名 相談・事業内容 備考 基本 重点 

企画課 

26-6349 
弘 前 市 パ ー

ト ナ ー シ ッ

プ 宣 誓 制 度

周 知 啓 発 事

業 

「弘前市パートナーシップ

宣誓制度」、「弘前市 LGBT 

Q フレンドリー企業登録制

度」の運用やセミナー、交

流会の開催などを通して理

解促進を図るとともに、性

的マイノリティの方が安心

して暮らせる環境づくりを

推進 

 ３④  

広聴広報課 

35-1194 

(健康増進課) 

 

出 前 講 座 事

業 

市民が自主的に開催する学

習会や勉強会などに職員を

派遣し、市の制度や取り組

みなど、市政の情報を積極

的に提供して、市政への理

解を深めてもらうととも

に、市政についてともに考

え、参加してもらうことを

目的に実施      

「こころの健康講座」をメ

ニューの中に組入れている 

 １①  

自 殺 予 防 週

間 に お け る

普及啓発 

広報ひろさきを活用し、自

殺予防週間を普及啓発（９

月１日号） 

 ２①  

市民協働課 

35-1664 

犯 罪 被 害 者

等支援事業 

弘前市犯罪被害者等支援条

例」に基づき、犯罪被害者

等に対する支援を行うこと

により、犯罪被害者等が受

けた被害の「回復及び軽

減」を図る 

 ３④  

市民生活セン

ター 

(ヒロロスクエ

ア３階) 

33-5830 

34-3179 

消費生活情

報提供事業

(旧スクール

キャンパス

啓発事業) 

若年層の消費者トラブルを

未然に防止するため、小・

中・高・大学生向けの学習

資料の作成やパネル展を実

施 

8:30 

～17:00 

(月曜日は休館) 

  

２②  

市民生活相

談事業 
ヒロロスクエアでの通年の

市民生活相談のほか、弁護

士等の専門相談員による総

合市民相談を実施 

３② 

 
 

日常生活の困り事・心配事

や契約トラブル・多重債務

など、消費生活に関するこ

と、場合によって法律相談

を紹介 
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担当部署☎ 事業名 相談・事業内容 備考 基本 重点 

市民生活セン

ター 

(ヒロロスクエ

ア３階) 

33-5830 

34-3179 

市民生活相

談事業 

行政に対する要望・意見・苦

情に関すること 

毎週水曜日 

10:00 

～15:00 

３② 

 

 

 

不動産取引、賃貸借トラブ

ルなどに関すること 

毎月第 2・3 

木曜日 

13:00 

～16:00 

不動産表示登録、土地・建物

の調査・測量などに関する

こと 

毎月第 1 水曜日 

13:00 

～16:00 

人権相談 いじめや虐待など、人権に

関すること 

毎週金曜日 

10:00 

～15:00 

３④  

福祉総務課 

40-7037 

民生委員等

活動支援事

業 

地域住民の見守りや必要な

支援を行い、地域福祉の推

進を担う民生委員・児童委

員及び主任児童委員に対

し、交通費・通信費・研修

参加費に充てる活動費を支

給参加費に充てる活動費を

支給  

 １② ３④ 

ほのぼのコ

ミュニティ

２１推進事

業 

高齢者や障がい者が住み慣

れた地域で安心して暮らせ

るよう、住民ボランティア

である「ほのぼの交流協力

員」がひとり暮らし高齢者

等の訪問活動を実施 

 １② ３④ 

弘 前 市 社 会

福 祉 協 議 会

除 雪 支 援 事

業費補助金 

自力で除雪が困難なひとり 

暮らし高齢者などの世帯を

支援するため、弘前市社会

福祉協議会が地区社会福祉

協議会に対して実施する助

成制度に補助 

  ３⑤ 

弘前圏域権

利擁護支援

事業（旧市

民後見推進

事業） 

判断能力が十分でない人に

対し、親族に代わって後見

等の業務を行う市民後見人

の資質向上を図るととも

に、市民後見人が適切に活

動できるよう支援 

  ３⑤ 

孤独・孤立に

関 す る 支 援

策・相談窓口

の周知【新

規】 

孤独・孤立により様々な悩

みを抱えている方への各種

支援策・相談窓口を一覧に

まとめ、ホームページに掲

載 

  ２② 
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担当部署☎ 事業名 相談・事業内容 備考 基本 重点 

福祉総務課 

40-7037 
 

重 層 的 支 援

体 制 の 整 備

【新規】 

地域コミュニティをはじめ

多様な分野との総合的な連

携により、相談者の属性、相

談内容を問わず、包括的に

幅広く受け止め、課題解決

に向けて伴走的に支援して

いく重層的な相談支援体制

を整備 

 ５① ２① 

弘前圏域権利擁

護支援センター 

26－6557 

権 利 擁 護 支

援（旧成年後

見支援） 

成年後見制度を適切に利用

できるよう支援するため、

社会福祉士等による相談を

実施 

火～土曜日 

9:00 

～16:00 

３②  

障がい福祉課 

40-7036 

ひ ろ さ き 子

ど も の 発 達

支援事業 

発達が気になる乳幼児の段

階からの支援 

 ３③  

障がい者(児)

福 祉 に 関 す

る総合相談 

障がい者（児）に関する全般

的な相談 

 ３④  

障 害 者 虐 待

防 止 セ ン タ

ー運営事業 

障がい者虐待に関する通

報・相談窓口を設置し対応 

 ３④  

精 神 保 健 福

祉推進事業 
精神保健法及び障害者総合

支援法の申請手続きの窓口

を設置し、相談対応する 

また、医療観察法処遇者及

び終了後の要支援者への対

応も実施 

 ３④  

弘 前 型 基 幹

相 談 支 援 体

制強化事業 

地域で障がい者（児）やその

家族が安心して生活できる

よう相談機能に加え、緊急

時受入への対応などの地域

生活支援拠点機能を提供す

ることにより、「弘前型基幹

相談支援体制」を強化 

 １②  

介 護 給 付 事

業 
居宅介護・重度訪問介護・

行動援護・同行援護・重度

障害者等包括支援・短期入

所・療養介護・生活介護・

施設入所支援・相談支援 

 ３④  

日中一時支

援事業 

障がい者（児）を介護する

ものが、疾病などの理由に

より、居宅における介護が

出来ない場合に、一時的に

施設に預け、必要な保護を

行う 

 ３④  
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担当部署☎ 事業名 相談・事業内容 備考 基本 重点 

障がい福祉課 

40-7036 

特 別 障 害 者

手当等給付 
日常生活が困難な心身障が

い者（児）の社会参加のため

の手当てを支給 

 ３④  

障 害 児 通 所

支援 
児童発達支援・医療型児童

発達支援・放課後等デイサ

ービス・保育所等訪問支援・

居宅訪問型児童発達支援 

 ３③  

訓 練 等 の 給

付支援 

自立訓練・就労移行支援・就

労継続支援 A 型 B 型・共同

生活援助・就労定着支援 

 ３④  

知的・身体障

が い 者 相 談

員事業 

地域において、知的障がい

者又は身体障がい者の相談

に応じ、更生に必要な援助

を実施 

 ３④  

障 害 者 生 活

支 援 セ ン タ

ー運営事業 

障がい者の自立と社会参加

を推進するため、在宅の障

がい者に対し、福祉サービ

スの利用援助や生活力を高

めるための支援、介護相談

や各種情報の提供などを総

合的に実施 

 ３④  

身 体 障 害 者

福 祉 セ ン タ

ー運営事業 

身体障がい者に対して、研

修、相談、教養、スポーツレ

クレーション、機能回復訓

練や障がい者相互の交流や

地域ボランテイアとの触れ

合いの場を提供することに

より、障がい者の自立や社

会参加を促進 

 ３④  

生活福祉課 

35－1114 

学 習 支 援 事

業 

生活困窮家庭や生活保護受

給世帯に属する中学生等へ

放課後の居場所を提供する

とともに、大学生ボランテ

ィアによる学習支援を実施 

 ２② １② 

被 保 護 者 就

労 準 備 支 援

事業 

就労に向けた課題を多く抱

え、直ちに就労活動が困難

な生活保護受給者に対し

て、就労準備支援員による

面接、民間講師によるセミ

ナーを開催し、生活習慣形

成のための指導、就労に必

要な社会的能力の習得、事

業所での就労体験の場の提

供や一般雇用への就職活動

に向けた技法や知識の習得

等の支援を行う 

 ３② ２② 
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担当部署☎ 事業名 相談・事業内容 備考 基本 重点 

生活福祉課 

35－1114 

被 保 護 者 就

労支援事業 

就労阻害要因のない生活保

護受給者の自立促進を図る

ため就労支援員を設置し、

ケースワーカー及びハロー

ワークと連携し、就労を開

始するための支援・相談を

実施 

 ３② ２② 

生活保護業

務 

憲法第２５条の理念に基づ

き、困窮する国民に必要な

保護を行い、最低限度の生

活を保障するとともに、自

立した生活を送れるように

援助するための扶助・相談

及び申請 

 ３② ２① 

中 国 残 留 邦

人 等 支 援 給

付事業 

中国残留邦人等本人とその

特定配偶者の方で、世帯の

収入が一定の基準に満たな

い方を対象に、生活保護制

度に準じた生活支援を行う

とともに、通訳派遣や日常

生活上の困難に関する相

談・助言を行う 

 ３④  

就労自立支援

室(ヒロロスク

エア３階) 

36-3776 

生 活 困 窮 者

無 料 職 業 紹

介事業 

生活困窮者に対する職業斡

旋のほか、企業支援・訪問に

よる企業開拓等を実施 

月～金曜日 

8:30 

～17:00 

３② ２② 

訪 問 相 談 推

進事業 
庁内外の関係機関と連携

し、支援が必要な人との「つ

ながり」を確保し、社会的孤

立に苦しむ人や、その家族

と信頼関係を築いた上で、

就労やその後の職場への定

着まで支援 

３② ２② 

自 立 相 談 支

援事業 
さまざまな課題により生活

困窮にある者や世帯に対

し、専門の相談員が、就労・

生活環境等について支援を

行い、自立に向けた事業利

用のためのプランを作成し

支援 

３② ２① 

（仮称）ひき

こ も り 解 消

サ ポ ー ト 事

業【新規】 

ひきこもり当事者や家族が

安心して出かけられる「居

場所」を設置し、相談体制の

強化を図る 

３② ２② 
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担当部署☎ 事業名 相談・事業内容 備考 基本 重点 

就労自立支援

室(ヒロロスク

エア３階) 

36-3776 

家 計 改 善 支

援事業 
経済的に困窮し、適正な金

銭管理を行うことができ

ず、生命維持に困難が生じ

ている者に対して、家計の

状況を具体的に把握するこ

とで家計に関する問題の背

景にある根源的な課題を捉

え、その課題を解決すると

ともに、自分自身で金銭管

理を行う力を身につけ、将

来にわたり自立した生活を

送ることができるように支

援 

月～金曜日 

8:30 

～17:00 

 ２② 

生活困窮者

就労準備支

援事業（旧

就労準備支

援事業） 

ただちに一般就労への移行

が困難な生活困窮者に対し

て、一般就労に従事する準

備としての基礎能力の形成

を計画的かつ一貫して支援 

令和 4 年 7 月から働きづ

らさを感じている方や、引

きこもり状態にある方に対

してくつろげる空間で内職

ができる居場所

（wanchica）を実施 

３② ２② 

住 居 確 保 給

付 金 支 給 事

業 

就労意欲のある離職者のう

ち、住宅を喪失した者又は

その恐れがある者に対し、

住居確保給付金を支給する

ことにより、これらの者の

住宅及び就労機会の確保に

向けた支援を実施 

  ２② 

介護福祉課 

40-7114 

地 域 包 括 支

援センター 

地域包括支援センターが中

核となり、各種高齢者福祉

サービスの調整を図る 

  ３① 

生 活 支 援 体

制整備事業 
地域の高齢者に対し、多様

な生活支援サービスが提供

される体制を整えるために

生活支援コーディネータ一

を配置するとともに、情報

共有・連携強化の場として

協議体を設置 

  ３① 

認 知 症 支 援

事業 
認知症高齢者等に対する地

域支援体制づくりを行う 

  ３① 

弘 前 自 立 支

援 介 護 推 進

事業 

高齢者の尊厳ある自立した

生活の実現に向けて、要介

護度の改善や介護予防の取

り組みを実施 

  ３② 
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担当部署☎ 事業名 相談・事業内容 備考 基本 重点 

介護福祉課 

40-7114 

認知症サポ

ーター養成

講座 

認知症についての正しい知

識を持ち、認知症の人や家

族を応援する認知症サポー

ターを養成 

 １① ３② 

高 齢 者 ふ れ

あ い 居 場 所

づ く り 事 業

費補助金 

高齢者が自由に集い交流す

ることを通じて、高齢者の

孤立や閉じこもり等を防止

するため、居場所の改修や

運営に要する費用を補助 

  ３④ 

生 き が い セ

ンター・老人

福 祉 セ ン タ

ーの運営 

65 歳以上高齢者が生きが

いを見出すきっかけの場づ

くり 

  ３④ 

老 人 ク ラ ブ

運 営 費 補 助

金 

高齢者の生きがいや健康づ

くりを推進するため、弘前

市老人クラブ運営基準を満

たす老人クラブの運営費に

対し補助 

  ３④ 

老 人 ク ラ ブ

連 合 会 運 営

費補助金 

高齢者の生きがいや健康づ

くりを推進するため、弘前

市老人クラブ連合会の運営

費に対し補助 

  ３④ 

敬 老 大 会 事

業費補助金 

市民の間に広く高齢者の福

祉について理解と関心を深

めるとともに、高齢者に対

し自らの生活の向上に努め

る意欲を促すことを目的

に、弘前市社会福祉協議会

が行う敬老大会事業に対し

補助 

  ３④ 

弘 前 市 安 心

安 全 見 守 り

ネ ッ ト ワ ー

ク 

協定を締結している民間事

業者等が業務の中で異変を

察知した場合、市へ通報し

職員が対象者の安否を確認

する 

  ３⑤ 

健康・生きが

い づ く り 推

進 事 業 費 補

助金 

弘前市社会福祉協議会が冬

場の高齢者の健康保持、生

きがいづくり、交流を目的

に、各競技団体と共催で実

施する「ふれあい高齢者ス

ポーツ親善大会」に係る運

営費に対し補助 

  ３④ 

緊 急 通 報 シ

ステム事業 

ひとり暮らし高齢者等に対

し、急病や災害等の緊急時

に素早く適切に対応するこ

とができるよう緊急連絡の

可能な装置を設置・貸与し

て緊急通報サービスを提供 

  ３⑤ 
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担当部署☎ 事業名 相談・事業内容 備考 基本 重点 

介護福祉課 

40-7114 

在 宅 高 齢 者

短 期 入 所 事

業 

家族の病気や冠婚葬祭等の

理由により、一時的に支援

が必要になった在宅高齢者

に対し、養護老人ホームで

短期入所を実施 

  ３⑤ 

生 活 支 援 ハ

ウ ス 運 営 事

業 

 

高齢等のため在宅で独立し

て生活することに不安のあ

る者が、安心して健康で明

るい生活を送れるように、

介護サービス提供施設に併

設された生活支援ハウスを

住居として提供 

  ３⑤ 

養護老人保

護措置事業 
経済的な理由等により居宅

において養護を受けること

が困難な高齢者を養護老人

ホームへ入所措置 

  ３⑤ 

介 護 予 防 普

及啓発事業 
高齢者トレーニング教室を

常設するほか、ヨガ等の健

康教室を行う 

  ３③ 

在宅医療・介

護 連 携 推 進

事業 

地域で安心して暮らす上で

必要な医療・介護を切れ目

なく受けられる体制の整備

を推進 

 ５① 

 

弘前市地域包

括支援センタ

ー 

第一 

 31-1203 

第二 

 31-3811 

第三 

 39-2515 

東部 

 26-2433 

西部 

 82-1516 

南部 

 87-6779 

北部 

 95-2100 

高 齢 者 の 総

合相談 
高齢者やその家族の介護、

福祉、保険、医療などについ

ての相談 

 

第一（第一中学校区） 

第二（第二中学校区） 

第三（第三中学校区、松原小

学校区） 

東部（第五・東・石川中学校 

   区） 

西部（津軽・常盤野・相馬、

東目屋中学校区） 

南部（第四中学校区、千年・

大和沢小学校区） 

北部（新和・船沢・北辰・ 

   裾野中学校区） 

各支援センタ

ーへ問い合わ

せを  

 ３② 

こども家庭課 

40-7039 

母子・父子 

自立支援相談 
ひとり親家庭等の相談に応

じ、その自立に必要な情報

提供及び助言、職業能力の

向上及び求職活動に関する

支援を実施 

自立支援員が

9:00～15:45 

まで滞在 
※面接希望の際は

事前に連絡を 

３②  

児 童 手 当 支

給【新規】 

中学生までの児童の養育者

に手当を支給 

 ３③ １② 
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担当部署☎ 事業名 相談・事業内容 備考 基本 重点 

こども家庭課 

40-7039 

児 童 扶 養 手

当支給 
児童扶養手当の支給  ３③ １② 

特 別 児 童 扶

養 手 当 支 給

【新規】 

心身に障害のある 20 歳未

満の児童を監護している養

育者に手当を支給    

※支給は県､申請等窓口は市 

 ３③ １② 

子 ど も 医 療

費 給 付 事 業

【新規】 

18 歳までの子どもの医療

費（保険診療自己負担分）を

給付 

 ３③ １② 

ひ と り 親 家

庭 等 医 療 費

給付事業 

ひとり親家庭の父母と 18

歳までの子どもの医療費

（保険診療自己負担分）を

給付 

 ３③ １② 

(１)母子家庭

等 自 立 支 援

教 育 訓 練 給

付金事業 

(２)母子家庭

等 高 等 職 業

訓 練 促 進 給

付金等事業 

(1)ひとり親家庭の父母が職

業能力の開発のための講座

を受講する費用を支給 

(2)ひとり親家庭の父母が生

活の安定に資する資格を取

得する修業期間の生活費の

負担を軽減するための給付

金を一定期間支給 

 ３② １② 

こども家庭課 

40-7038 

 

放 課 後 児 童

健 全 育 成 事

業 

児 童 館 延 長

利用事業 

放課後及び学校休業日に、

共働きなどの家庭において

適切な保護を受けられない

小学校１年生から６年生の

児童のために、保護者に代

わって、児童館・児童セン

ター・なかよし会において

放課後児童支援員等が保護

及び育成する 

 

３③  

こども家庭課 

33-0003 

子 育 て 支 援

相談 

子育てをしている人が抱え

る悩みや疑問への相談支援

を実施 

月～金曜日 

9:00 

～16:00 

３③  

こども家庭課 

35-1131 

保育の実施 私立保育園などによる保

育・育児相談の実施 

保護者による家庭保育が困

難な乳幼児の保育に関する

相談 

 ３③  

一 時 預 か り

事業【新規】 

保育所等を利用していない

家庭で、保護者の病気や冠

婚葬祭などの緊急時や、育

児疲れのリフレッシュのた

めに、家庭において保育を

受けることが一時的に困難

になった乳幼児を保育所や

認定こども園等で一時的に

預かる 

 ３③ ４① 
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担当部署☎ 事業名 相談・事業内容 備考 基本 重点 

弘前市こども

家庭センター 

(ヒロロ３階) 

40-3976 

 

家 庭 児 童 相

談事業 
家庭における児童養育の相

談に応じるほか、要保護児

童等の実態把握、早期発見

及び必要な調査を実施 

 ３③ ４② 

ト ワ イ ラ イ

ト ス テ イ 事

業 

保護者が仕事等の理由によ

り平日の夜間又は休日に不

在となり、家庭で児童を養

育することが困難となった

場合、実施施設において児

童（小学生以下）を保護し、

食事の提供などを実施 

 ３③  

シ ョ ー ト ス

テイ事業 

保護者の疾病、育児疲れ、冠

婚葬祭、その他の理由によ

り児童を養育することが困

難となった場合、緊急一時

的に実施施設において、児

童（未就学）を養育・保護す

る 

月～金曜日 

9:00 

～16:00 

 

３③  

要 保 護 児 童

対策事業 

弘前市要保護児童対策地域

協議会の調整機関として、

連絡調整会議・個別ケース

検討会議等を開催し、必要

な情報交換や要保護児童に

対する具体的な支援を検討

する 

 １③ 

支 援 対 象 児

童 等 見 守 り

強化事業 

対象とする児童の居宅を訪

問するなどし、状況の把握

や食事の提供、学習・生活指

導支援等を実施 

 １③ 

女性相談支

援事業（旧婦

人相談事業） 

ＤＶ被害や離婚問題等の相

談に応じるほか、関係機関

との調整や手続き支援等を

実施 

３④ ４② 

母 子 生 活 支

援 施 設 措 置

費 

配偶者のいない女子又はこ

れに準ずる事情にある女子

と、その監護すべき児童の

母子生活支援施設への入所

を実施し、保護するととも

に、所施設の実施運営費を

扶助することで、自立の促

進のための生活支援を実施 

 ３② ４② 
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担当部署☎ 事業名 相談・事業内容 備考 基本 重点 

こども家庭課 

35-1131 

駅前こどもの

広場(ヒロロ 3

階) 

35-0156 

地域子育て

支援センタ

ー事業 

駅前こども

の広場運営

事業 

子育て中の親子の交流の場

の提供、育児相談・援助、

子育て関連情報の提供 

 ３③ ４① 

弘前市こども

家庭センター 

(ヒロロ３階) 

37－1323 

 

妊婦窓口相

談 
妊娠・出産・育児等に関する

相談に対して保健師や助産

師が応じ、安心して妊娠・出

産・育児ができるように支

援する 

月～金曜日

8:30 

～18:00 
 

３③ ４① 

こんにちは

赤ちゃん事

業、妊産

婦・新生児

訪問指導事

業 

子育ての孤立を防ぎ、育児

不安の軽減、児童虐待の防

止を図るため、訪問指導員

等が乳児のいる家庭を訪問

し、保健指導や育児支援を

実施 

３③ ４① 

子育て相談 保健師や栄養士等が相談に

応じ、安心して育児ができ

るよう支援する 

月～金曜日

8:30 

～17:00 

 

３③ ４① 

発達相談(旧

のびのび子

ども相談） 

こどもの発達に関する相

談・援助、子育て関連情報

の提供を実施 

３③  

少年相談セン

ター 

35-7000 

少 年 相 談 セ

ンター事業 

少年の非行防止及び健全育

成を図るため、相談業務、

街頭指導等を実施 

月～金曜日 

9:00 

～16:00 

３③  

健康増進課 

37-3750 

一 般 健 康 相

談 
生活習慣病の予防や禁煙し

たいなど、体の健康につい

て、保健師や栄養士が相談

に応じる 

 ３① ３③ 

4② 

介 護 予 防 普

及啓発事業 
高齢者が介護を必要とする

ことなく、いきいきと自分

らしく安心して生活ができ

るよう、各地区において運

動、栄養、口腔等をテーマに

した健康教育を実施し、介

護予防の普及啓発を図る 

  ３③ 

健 康 づ く り

サ ポ ー タ ー

制度 

サポーター自身が助け合

い、支え合う地域づくりを

推進するために、健康教養

を高め、地域での健康づく

り活動を実践する 

 １②

２① 
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担当部署☎ 事業名 相談・事業内容 備考 基本 重点 

健康増進課 

37-3750 

 

地 域 保 健 活

動 

地域全体の健康のレベルア

ップを図るために、地区組

織との連携を図りながら、

地域保健活動を推進する。

地区毎に健康づくりに関す

る各種事業について年間を

通じて実施する 

また、健康まつりなどの

種々の機会を通じて、健康

に関する事業等の広報を行

う 

 ２①  

訪 問 指 導 事

業 

健康上の問題を持つ本人や

家族に対して、その実情を

十分把握し、疾病の予防及

び重症化予防のため、各種

がん検診要指導者及び生活

習慣病者等へ訪問指導を実

施 

 ３①  

こ こ ろ の 健

康相談 

心の悩み（自死や遺族を含

む）やひきこもり者及びそ

の家族に対し、保健師が相

談を実施 

 ３①

５② 

３③ 

4② 

こ こ ろ の 健

康 や う つ 予

防・休養・睡

眠 に 関 す る

健 康 教 育 の

実施 

市内各地域で実施する健康

講座のメインテーマで実施 

他のテーマで実施する場合

には機会教育として、ここ

ろの健康についても組み込

んで実施 

 ２①  

食 生 活 改 善

推 進 員 養 成

講座 

食生活改善推進員の養成

（２０時間以上の講習実

施）を通じて、地域住民の食

生活の改善を図ることによ

り、生活習慣病等を予防す

るとともに、健康寿命の延

伸に寄与する  

講習には、メンタルヘルス

も組み込まれている 

 １①  

健康増進課 

37-3750 

(人事課、市民

課、市民生活 

センター、介

護福祉課、収

納課） 

ゲ ー ト キ ー

パ ー 養 成 事

業 

市職員に対して同研修を実

施 

特に市民と接する機会の多

い窓口職員やハイリスク者

と接する機会があると思わ

れる部署の職員が受講でき

るようにする 

 

１①  
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担当部署☎ 事業名 相談・事業内容 備考 基本 重点 

健康増進課 

37-3750 

(福祉総務課､

弘前市民生委

員児童委員協

議会） 

ゲ ー ト キ ー

パ ー 養 成 事

業 

市民が心の悩みを持つ人に

対する理解を深め、自殺予

防に対する意識を高める 

また、さまざまな分野に関

連する人が、ゲートキーパ

ーの役割を理解し、地域に

おいて「気づき」「傾聴」「つ

なぐ」「見守る」という役割

を担うことができるように

なり、生き心地のよい地域

づくりをめざす 

 

１①  

健康増進課 

37-3750 

(学校指導課) 

児 童 生 徒 の

SOS の受け

と め 方 講 座

【新規】 

 

児童生徒と日々接している

教職員に対し、子どもが

SOS を出しやすい環境を整

えることの重要性や、大人

が子どもの SOS を察知し

て、適切な支援をつなげる

ことの必要性について理解

を促す 

 

４②  

健康増進課 

37-3750 

こ こ ろ の 健

康・自殺予防

に 関 す る リ

ー フ レ ッ ト

などの配布 

婦人がん検診受診者、民生

委員、健康づくりサポータ

ー、健幸増進リーダー、食生

活改善推進員、大学等にこ

ころの健康に関するリーフ

レットなどの配布 

 

２①  

自 殺 予 防 週

間、自殺対策

強 化 月 間 に

お け る 啓 発

活動の推進 

自殺予防週間、自殺対策強

化月間に合わせ、ポスター

掲示を行う 

 ２①  

自殺予防のための意識啓発

及び相談窓口の案内を兼ね

たチラシの作成・配布・ホー

ムページの作成 

 ２①  

健康増進課 

37-3750 

弘前図書館 

32-3794 

自殺対策強化月間に合わ

せ、特設コーナーを設置し、

図書館スタッフが選んだ

「いのち」や「支えること」

に関連する書籍の展示・貸

出及び、自殺対策に関連し

た資料を設置 

 ２①  

健康増進課 

37-3750 

いきいき健診 

【新規】 

全国 8 拠点の一つとして弘

前大学が参画する「大規模

認知症コホート研究」で、

65 歳以上の高齢者に実施

し、認知症やうつ病の早期

受診を促す 

 

 ３③ 
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担当部署☎ 事業名 相談・事業内容 備考 基本 重点 

健康増進課 

37-3750 

弘 前 市 自 殺

対 策 連 絡 会

議 

 

自殺対策推進のための連絡

調整及び情報交換並びに連

携協力について協議 

第６章弘前市自殺対策連絡

会議構成団体参照（P62）

第 6 章弘前市自殺対策連絡

会議運営要領参照（P63） 

 

５① 

 

『つながる

シート』の

活用を普及 

相談に来た方の問題や悩み

が、複数の関係機関に関連

する場合、次の相談先へ確

実につながる方法を検討

し、『つながるシート』を

作成 

活用について周知していく 

 

５① 

 

商工労政課 

35-1135 

地 元 就 職 マ

ッ チ ン グ 支

援事業 

大学生などの若年者や UJI

ターン希望者の地元企業へ

の就職を促進させるため、

地元企業の人材定着につな

がる事業を支援するととも

に、県外在住者の U ターン

就職等の支援を実施 

 ３② 

 

多 様 な 人 材

活 躍 応 援 事

業 

「若年者や育児・介護等に

より離職した女性などの早

期就職」や「正規雇用への転

換など雇用条件の改善」に

つながる資格取得支援のほ

か、地元企業等における高

齢者や障がい者の多様な人

材の活用を促すための啓発

活動を実施 

  ２② 

ひろさきビジ

ネス支援セン

ター 

32-0770 

創業・企業に

関 す る 相 談

【新規】 

創業・企業を目指す方に事

業計画の作り方から資金繰

りまで、伴走型支援を実施  

３②  

地域交通課 

35-1124 

お 出 か け シ

ニ ア パ ス 事

業 

 

高齢者（運転免許を自主返

納した方も含む）が、公共交

通を利用してお出かけした

際のバスや弘南鉄道大鰐線

等の運賃を軽減 

 

 ３⑤ 

相馬総合支所 

民生課 

84-2111 

相 馬 地 区 ま

る ご と 健 康

塾（高齢者教

室） 

 

相馬地区の高齢者を対象に

「生きがいづくり」「健康づ

くり」のための教室を開催 

毎月 1 回（年 12 回）介護

予防講座、レクリエーショ

ン、健康相談等を実施 

 

 ３③ 

教育総務課 

82-1639 
奨学貸付金 経済的な理由により修学が

困難な者に対し、奨学金を

貸与 

 

 １② 
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担当部署☎ 事業名 相談・事業内容 備考 基本 重点 

学務健康課 

82-1643 

 

授 業 で 学 ぼ

う ！ 健 康 教

育講座 

 

市立小学校を対象に喫煙・

飲酒防止に関する講座、中

学校を対象に性に関する講

座を実施するほか、健康教

育の研究を 2 校へ委託し、

研究実施報告を提出しても

らう 

 

２②  

学務健康課 

82-1643 

 

小・中学校就

学援助事業 

 

経済的理由により就学が困

難なため準要保護と認定さ

れる児童生徒の保護者に対

し、学用品費等に必要な経

費について助成（要保護児

童生徒については、修学旅

行費を助成） 

 

 １② 

小・中学校就

学 援 助 事 業

（被災分） 

東日本大震災により就学が

困難になった児童生徒の保

護者に対し、学用品費、医療

費、給食費等を援助 

 

 １② 

学校指導課 

82-1644 

 

「 子 ど も の

笑 顔 を 広 げ

る 弘 前 市 民

条例」啓発事

業 

「子どもの笑顔を広げる弘

前市民条例～いじめや虐待

のないまちづくりを目指し

て～」を啓発するため、あ

いさつ運動等を実施 

 ２② 

４① 

１① 

いじめ防止

等対策審議

会 
 

いじめ重大事態の調査等を

目的とした教育委員会附属

機関として「いじめ防止等

対策審議会」を設置し、い

じめ防止等の対策を調査審

議 

 

４① １① 

「子どもの

声・意識調

査」を活用

した取組 

「子どもの声・意識調査」

を行って学級経営や授業改

善を進める 

 ４① 

４② 

 

 

教育センター 
(総合学習センター内) 

26－4803 

こ ど も 悩 み

相談電話 

子どもたちからのいじめや

不登校、学習や人間関係の

悩みなどについての相談電

話を設置することで、早期

解決に努めながら、子ども

たちの心の安定を図る 

 ３③ 

４① 

１① 

フ レ ン ド シ

ップ（不登校

対策・適応指

導教室運営）

事業 

集団生活に困難を感じてい

る、又は不登校傾向にある

児童生徒について、通室に

よる集団生活への復帰に向

けた支援を実施 

 ４① １① 

就 学 支 援 障がいのある又は疑われる

幼児児童生徒の学びの場に

関わる相談(幼児から中学生

まで) 

 ３③  
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担当部署☎ 事業名 相談・事業内容 備考 基本 重点 

教育センター 
(総合学習センター内) 

26－4803 

心 の 教 室 相

談 員 配 置 事

業 

生徒の悩み相談・話し相手

となるほか、地域及びフレ

ンドシップルームと学校の

連携を支援する「心の教室

相談員」を全市立中学校に

配置 

 

３③ 

４① 

１① 

心のサポート

アンケート 

（弘前大学連

携事業） 

市立小・中学生、全児童生

徒と保護者を対象に、「心

の健康状態」や「学校や家

庭・友人間での適応の様

子」について弘前大学が行

うアンケートを基に、気づ

きにくい心の不調を捉える

とともに、支援活動と連携

し、問題の予防的な対応を

行う 

 

４① 

４② 

１① 

生涯学習課 

82－1641 

ひ ろ さ き 教

育 創 生 市 民

会議 

いじめや虐待の防止に関係

する機関及び団体の連携を

図る 

 ４① １① 

放課後子ど

も教室事業 
放課後や週末に学校施設等

を活用し、地域住民などの

参画を得て、子ども達に学

習や体験・交流活動の機会

を定期的・継続的に提供 

・放課後子ども教室４ヶ所・

BiBi っとスペース６ヶ所・

スタディールーム７ヶ所の

計１７ヶ所を設置 

 ２②  

中央公民館 

33-6561 

 

子 ど も の 祭

典（実行委員

会）支援事業 

異なる学校や異年齢の子ど

も達と交流する祭典を仲良

くなってもらえる機会と

し、体験コーナーなどの遊

びを通じてさらに友情を深

めることを目的に開催 

 ２②  

新 春 子 ど も

会 親 切 カ ル

タ大会 

カルタ遊びをとおして、各

町会・地区子ども活動の活

性化と全市的な子ども会の

交流を図るとともに、子ど

も達が小さな親切を心がけ

るようになることを願い開

催 

 

２②  

子 ど も リ ー

ダ ー 養 成 事

業 

年 10 回の活動を実施。各回

においてリーダーシップを

学ぶ機会を創出 

また、地域における子ども

会のリーダーを養成する 

  １① 

文化センター

フェスティバ

ル 

各文化団体の活動を紹介す

る場として年 1 回開催 

 ３④  
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団体名☎ 事業名 相談・事業内容 備考 基本 重点 

弘前消防本部 

警防課 

32-510３ 

救急統計 搬送症例の検証及び救急

隊員へのフィードバック

を行うことにより、救命率

ならびに技術力の向上に

努める 

 ５①  

中南地域県民局

地域健康福祉部

保健総室（弘前保

健所） 

33-8521 

精神保健福

祉相談 

嘱託医による心の悩み、ス

トレス、ひきこもり等に関

する相談 

事前予約制 ３①  

自殺対策地

域ネットワ

ーク連絡会

【新規】 

地域関係者のネットワー

クを構築し、総合的な自殺

対策のさらなる推進・強化

を図る 

 ５①  

青森県健康福祉

部障害福祉課 
(017)734-9307 

若者向け

LIINE 相談 

(期間限定) 

【新規】 

学校のこと、いじめ、友

達、家族のこと、将来の

不安などのこころの悩み

に関する相談 

開設期間につ

いては、青森

県健康福祉部

障害福祉課に

問い合わせを 

 １① 

青森県精神保健

福祉センター 
(017)787-3951 

こころの電

話 

こころの病気のことだけ

ではなく、仕事に行けな

い、気分がゆううつな

ど、広く心の悩みについ

ての相談 

 ３① 

 

青森県自死

遺族のつど

い 

自死により身近な人を失

った経験をした自死遺族

と交流しながら支援する 

 ５②  

青森県ひきこも

り地域支援セン

ター 
(017)787-3951 

ひきこもり

相談 

ひきこもりに悩んでいる

本人や家族の相談 

 

  ２② 

担当部署☎ 事業名 相談・事業内容 備考 基本 重点 

中央公民館 

33-6561 
公民館少年

教育指導員

会議 

公民館の少年教育を担う

指導員同士の情報共有を

図り、指導員のスキルア

ップを図る         

 ４① １① 

各小中学校 SOS の出し

方に関する

教育の実施

【新規】 

児童・生徒が様々な困難・

ストレスに直面した時に、

信頼できる大人に助けを

求めることができるよう、

SOS の出し方に関する教

育を実施 

 ４①  
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団体名☎ 事業名 相談・事業内容 備考 基本 重点 

弘前警察署 

32-0111 

警察活動に

よる発見、

保護等の対

応（旧警察

安全相談） 

自殺するおそれのある行

方不明事案を認知した場

合は、行方不明者の生命等

の保護を図るための発見

活動を迅速かつ適切に推

進する 

インターネット上の自殺

予告事案を認知した場合

は、発信者の生命等の安全

確保を第一として発信者

の迅速な特定に努めると

ともに、必要な安全確保と

保護対策を推進する 

 ５①  

NPO 法人あおも

りいのちの電話 

33-7830 

NPO 法 人

あおもりい

のちの電話

相談電話 

心の悩み、自殺に関する相

談 

毎日 

12：00～ 

21：00 

３①  

NPO 法人あおも

りいのちの電話 

(青森県補助事業) 
0120-063-556 

県民のため

の自殺予防 

いのちの電

話 

心の悩み、自殺に関する相

談 

12：00～ 

21：00 

（毎月１日、

１５日） 

３①  

弘前市社会福祉

協議会 

33-1161 

生活福祉資

金貸付 

低所得者への資金貸付や

コロナ禍の特例貸付利用

者に対する償還免除及び

猶予の相談、申請受付 

  ２② 

弘前労働基準監

督署 

33-6411 

過重労働や

メンタルヘ

ルス対策な

どについて

指導・周知 

青森労働局指示のもと、以

下について実施 

１．過重労働による健康障

害防止対策 

２．ストレスチェック制度

を含むメンタルヘル

ス対策 

３．職場における健康づく

り 

４．健康診断及び事後措置

等の徹底 

５．治療と仕事の両立支援 

 ３②  

弘前商工会議所 

33-4111 

経営に関す

る相談 

経営などの企業主の相談  ３②  

 


